
技術教育部会

ものづくりを通して生きる力を育てる指導の研究
～生物育成に関する題材の工夫～

研究の内容
１題材について

（１）緑のカーテンづくり

・緑のカーテンは蒸散作用により，室内を涼しくする効果や，その他にフイトンチ

ッド効果，１１陰効果〆視覚的癒し効果などの環境の変化を体感できる。

・本研究では各学,校でゴーヤ栽i肝をはじめ，字ilT芋，風船かずら，アサガオ，ヘチ

マなどのhli類を環境に応じて牧陪した。このように紘類を選択することができる。

・露地栽培や，プランターによる栽培など，学校の実態に対応できる。

・作物や生育環境の符班技術に関わる基礎的な要素を学ぶことができ，育成状況に

応じて適切な対応ができる。

・化学薬Ill,を使わないで)丙害虫を防ぐ自然素材をLIﾐかした防除方法も考えさせる事

ができる。

・学校で学んだことを家庭で実践しやすい。

ビオトープ環境での稲の栽培

･存器栽培として，発砲スチロール縮（IWil500Hlm，奥行き４００１ⅡⅡI，深さ２５０ｍｍほ

ど）を川いた。発砲スチロールは断熱性が高く，地面からの熱で水温が異常に高

くなることを防ぐ事ができる。また，州Ｉ)の面でも負担が少なくて済む。

･稲は，古代米の中のI|ﾘ|紫という,Ｈ１種を育てることにした。この品種はもち米で，

一粒一粒に色がありⅢ白米といっしょに炊くと色も広がって紫色ではあるが赤飯

のような感じになる。炊いても古代米の粒には色が残るので，自分たちの育てた

米，という実感を得ることができる。

･現在栽嬬されている稲は，古代米など'十の稲の欠点を品種改良という技術で生ま

れたことから，先人の技術をなぞることにより，どのように技術を評ＩＩＬ活用し

てきたのかを知ることができる。

･不耕起栽lllfという人が耕さない111んぼに''1植えをする栽培方法で取り組んでいる。

ｌ'りい士にＩl(を(Illばそうという稲のもっている4k命ﾉﾉを引き出す栽培方法である。

(２） 

指導法について

［|的をもって作成した計画や作業が実際の我端答Hl1作業等により目的を達成でき

たか確認できるように，観察記録衣を工夫した。例えば，摘心．誘引は，’二1的通り

の成果を上げることができたかなど，緑のカーテンづくりの符]ql1作業のＩｌ１に小さな

PDCＡサイクルを意図した学習服|)１１を工夫した。また，その符Hl1記録等の貸料を次

ｲﾄﾞ度の生徒が活用できるように資料化することにより，より適切な栽培方法を見}lｌ

しながら指導に生かし，大きなＰCDAサイクルによる指導の改薄にも努力した。

成長の様子を服影したビリ真を廊下に掲示し，過程を振り返ったり，作業のｲﾌﾞ効性を

M;認できるようにした。また，生徒の撮った写真のデータをネットワークで共有化

し，学習の振り返りや作成した計1mに対－１１－る|］己評llliに活)１１できるようにした。

緑のカーテンが手'''１と時間をかけて我liIfしていくのに対し，ビオトープ環境での

稲の栽培では稲の持っている生命力を引き１１付栽培力怯として対比的に扱っている。

化学肥料や農薬に頼るだけでなく，生態系を生かした栽陪方法であり，環境や安全

についても考えさせることで技術を適切に評価しii1Iir川する態皮の育成につながると

考えられる。成長のMMliLを記録写真として掲示し，成長していく様子や，発生した

化物をいつでも見ることができるようにし，成長の側川''性や変化などを見たり，Ｊ１
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<|{の糎米と葉や穂の様子などを地皎できる情報環境の蜷備も工夫した。

３指導計画

緑のカーテンづくりと稲の栽端のどちらも二'1づくりや設備のijlli(iiiなど植えるまでは

通術の授業時'''１がかかるが，植えた後は授業の始めの１０分程度を使って計画に蕪づ

いた手入れ，観察などの樋;理作業・記録を行い，他の学習内容と並行して臓修するよ

うにした。緑のカーテンづくりを=iﾐ題材として，実践的・体験的な学習を通して，こ

の学習内容のねらいを達成させ，そこで得たｊ〈Ⅱ識・Ｈ１!＃'1(を，稲作の栽培技術と比較・

検討する中で，技術を評hlliし活)|ける能力と態度を高めさせたい。

l図第２学年年Ⅱ'１脂導計画

４評価

たくさんの葉を付けさせ，葉を広げさせるためには，といった'１標達成に向けた栽

培計画を立てさせて脂導していくことで言語1,1i動の充実を図るとともに，観察を通し

て成長の変化をとらえ，適切な対応をできたかなどを栽培記録Ｈ１紙から見取ることが

できると考えられる。また，４つのHjl点による具体的な評価の在り方や評Illi対象など

については，今後，国立教育政策１J｢究所等から示される評価基準を参考に検討してい

きたい。

Ⅱ成果と課題
１研究の成果

技術と環境との関係を視点に，２つの我端方法を体験したり，その特徴を比較させ

たりすることにより，Ｌｌﾐ物育成にDMする基礎|'|<jな知識や技能の習得に効果があったと

‘思われる。授業で使う木工室をより涼しく使うことができるようにしようというもの

であった。授業｢'１に生徒が|:Iら育成状況を1<ｌｌｌＵ｢し，摘しん・誘引の作業をする場面な

ど，知識や技能を活用する場面が見られた。このことから，２つの題材構成とその指

導の工夫は，水1Ｊ｢究のねらいを十分達成できる可能性があると'il｣しわれる。また’２つ

の枚陪方法を対比的に扱うことにより，環境に対する負荷や安全な栽培方法はどうあ

るべきか，といった倫理観の育成につながる利点も考えられる。紋培計画表を用いる

ことにより，ＰＤＣＡサイクルを取り入れた学習展|)}1ができ，目的を考え，設計や計

imi，必要な作業を調べて進めることができた。同時に１１(M察の｢'１から気づいた課題を解

決していく手段を考えさせ，また枚陪計画を見直させるなど振り返り画できた。

２今後の課題

この学習は環境を重視した学習であるが，さらに技術との関わりが深い社会的・経

済的な面と結び付けて比較検討する場面を設定していく必要性があると思われる。

観察記録と並行してディジタルカメラの撮影を行っている。また，緑のカーテンが

つくられていく様子と稲の成長の様子を定点カメラでﾙﾄ影している。その写真のデー

タを「，情搬に関する技術」にhIi11]していくためには，どのような指導計ll1jiが考え

られるかを研究していきたい。

稲の枚培については，現在の米にいたった,IMIli改良という技術を生徒に技術の進歩

という点でどのように教えていくか弊，指導法などを史に研究していきたい。

(部長酒井幸政）
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2学年
●｢Ｂエネルギー変換|こ関する技術(２０)｣(エネルギー変換を利用した作品をつくろう）

●｢Ｃ生物育成(１５)(緑のカーテンづくり･ビオトーブ環境での稲の栽培




